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175,192
431,998

211,568 220,430

世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

松本広域連合管内 平成27.1.1現在奈良井宿（塩尻市）
　中山道沿いに約1 キロメートルにわたって家並みが続く奈良井宿は、鳥居峠という難所をひかえて「奈良井千
軒」といわれ、木曽十一宿の中で最も賑わった宿場町です。町並みは国の重要伝統的建造物群保存地区に選定さ
れており、現在も地元住民の努力により往時の面影を色濃く残しています。

【第48回木曽漆器祭・奈良井宿場祭　６月５日（金）～７日（日）開催】



広域連合議会の様子

委員会の様子（消防委員会）

　　

平
成
27
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、
去
る
２
月
13
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
５
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

広

域
活 動 事 業

費

予算総額
４,181,380

（千円）

予算総額
18,66０
（千円）

分担金及び負担金
4,006,620千円
（95.8％）

財産収入
１1,450千円
（61.4％）

広域的観光事業
14,520千円
（77.8％）

消防費
3,763,680千円
（90.0％）

繰越金
7,210千円
（38.6％）

広域活動事務費
650千円
（3.5％）

議会費
2,510千円
（０．１％）

予備費
26,950千円（０.６％）

総務費
69,510千円
（1.7％）

公債費
208,860千円（5．0％）

民生費
109,870千円
（２.6％）

使用料及び手数料
5,400千円（０．１％）

予備費
210千円（1.1％）

広域的地場産業振興事業
2,330千円（12.5％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業費
220千円（1.2％）

広域的文化事業
730千円（3.9％）

財産収入
3,070千円（0.1％）

諸収入
45,930千円（１．1％）

繰越金
80,360千円（1.9％）

歳入

歳出

歳入

歳出

広域連合債
30,000千円（0.7％）

繰入金
10,000千円（0.3％）

●
平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

一般会計当初予算松本地域
ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
３
号

　

平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
４
号

　

平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
５
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
２
号

　

平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る
さ

と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
３
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

平
成
27
年
松
本
広
域
連
合
議
会

２
月
定
例
会

　　

平
成
26
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例

会
が
、
昨
年
11
月
７
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会
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松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査

判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
及
び

障
害
支
援
区
分
認
定
審
査

�

判
定
状
況

◆ 

適
正
で
迅
速
な
判
定
事
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、適
正
な
認
定
事
務
の
実
施
に
向
け
、関
係
市
村
担
当
課
長
及
び
担
当
者
会
議
、介
護

認
定
調
査
員
研
修
会
、介
護
認
定
調
査
員
連
絡
会
を
開
催
し
、関
係
市
村
と
連
携
を
密
に
し
て
、今
後
も

公
平
・
公
正
か
つ
適
正
な
審
査
会
の
運
営
と
円
滑
な
事
務
処
理
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、各
自
治
体
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
効
果
的
・
効
率
的
に
支
援
を
行
う「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」実
施
の
取

り
組
み
や
、介
護
老
人
福
祉
施
設
機
能
の
重
点
化（
中
重
度
者
優
先
の
入
所
対
応
）等
、介
護
保
険
制
度
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、介
護
認
定
の
重
要
性
は
益
々
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、一
層
の
審
査
判

定
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、が
ん
末
期
患
者
等
に
係
る
優
先
審
査
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、医
師
会
や
市
村
と
も
連
携
し
、引
き
続
き
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
、
１
３
３
９
件
増
の
１
万
６
千
件
余

で
、
全
体
の
認
定
審
査
件
数
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

障
害
支
援
区
分
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
、
１
１
８
件
減
の
４
３
６

件
で
し
た
。
認
定
件
数
に
つ
い
て
は
、
制
度
開
始
初
年
度
に
申
請
が
集
中
し
、
認
定
有
効
期
間
が
３
年

の
た
め
、
３
年
ご
と
に
審
査
件
数
が
増
加
す
る
サ
イ
ク
ル
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
が
そ
の
年
に

あ
た
る
た
め
、
審
査
件
数
は
１
千
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

審査判定件数
計436件

区分1
32件

（7.4%)

区分3
96件

（22.0%)

区分2
119件

（27.3%)
区分4
59件

（13.5%)

区分5
59件

（13.5%)

区分6
71件

（16.3%)

●障害支援区分認定審査

※上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したものです。

審査判定件数
計16,082件

要支援1
2,212件
（13.8%)

要支援2
3,326件
（20.7%)

要介護2
2,580件
（16.0%)

要介護1
2,269件
（14.1%)

要介護3
2,121件
（13.2%)

要介護4
1,838件
（11.4%)

要介護5
1,707件
（10.6%)

非該当
29件

（0.2%)

●介護認定審査

歳入合計
24,756
（千円）

財産収入
11,456千円
（46.28％）

ふるさと基金事業費
13,241千円
（１００％）

繰越金
13,300千円
（53.72％）

歳出合計
5,514,786

（千円）

消防費
5,237,171千円
（９4.97％）

使用料及び手数料
6,231千円
（０.11％）

財産収入
8,028千円（０.14％）

繰越金
627,078千円
（10.83％）

繰入金
549,035千円（9.48％）

諸収入
76,528千円（１.32％）

国庫支出金
323,317千円
（5.59％）

公債費
106,605千円
（1.93％）

議会費
2,072千円
（０.04％）
総務費
61,236千円
（1.11％）
民生費
107,702千円
（1.95％）

分担金及び負担金
４,197,827千円
（72.53％）

歳入合計
5,788,044

（千円）

歳出合計
１3,241
（千円）

松本地域
ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
25
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
の
決

算
は
、歳
入
が
57
億
８
，８
０
４
万
３
，７
０
２
円（
前

年
度
対
比
18
・
11
％
増
）、歳
出
が
55
億
１
，

４
７
８
万
６
，４
６
８
円（
前
年
度
対
比
29
・
05
％

増
）、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は

２
億
７
，３
２
５
万
７
，２
３
４
円
で
、翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、実
質
収
支
は

形
式
収
支
と
同
額
の
２
億
７
，３
２
５
万
７
，２
３
４

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負
担

金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」
が
41
億
９
，

７
８
２
万
６
，６
９
９
円
で
、全
体
の
72・53
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
52
億
３
，７
１
７
万
１
，

５
５
５
円
で
、全
体
の
94・97
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、平
成
24
年
度
か
ら
繰
り
越

し
て
実
施
し
て
い
た
国
庫
補
助
事
業（
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
設
備
整
備
事
業
及
び
高
機
能
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
総
合
整
備
事
業
）が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、国
庫
補
助
事
業

で
購
入
し
た
屈
折
は
し
ご
車
１
台
を
塩
尻
消
防
署

に
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
を
明
科
消
防
署
に
、

高
規
格
救
急
自
動
車
１
台
を
丸
の
内
消
防
署
に

そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会

計
の
決
算
は
、歳
入
が
２
，４
７
５
万
６
，２
４
６
円

（
前
年
度
対
比
８
・
38
％
減
）、歳
出
が
１
，

３
２
４
万
１
，１
４
７
円（
前
年
度
対
比
３
・
49
％

減
）で
、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支

は
、１
，１
５
１
万
５
，０
９
９
円
、実
質
収
支
も
同
額

と
な
って
い
ま
す
。

●
平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合

　

歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
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観か
ん
ぜ世

流
能
楽
師
、青
木
祥
二
郎
師（
故
人
）の

「
故
郷
に
恩
返
し
を
」と
の
想
い
か
ら
、平
成
３
年

に
始
ま
っ
た「
水
郷
明
科
薪
能
」は
、安
曇
野
市
合

併
に
よ
り「
信
州
安
曇
野
薪
能
」と
名
称
を
改
め

て
開
催
さ
れ
、県
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
も
、明
科
龍
門
渕
公
園
を
会
場
に
、第
25

回
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

　

夕
映
え
に
浮
か
ぶ
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
背
景
に
、

幻
想
的
な
能
の
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

安
曇
野
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　

電
話
０
２
６
３

−

71

−

２
０
０
０

　
（
安
曇
野
市
役
所
代
表
）

　

安
曇
野
市
で
は
毎
年
８
月
に
薪た
き
ぎ
の
う能

が
上
演
さ

れ
ま
す
。

　

信
濃
観
月
苑
内
の
茶
室
清せ
い
こ
う
て
い

香
亭
で
は
、９
月
ま

で
茶
道
煎
茶
道
の
各
流
派
に
よ
る
月
釜
が
あ
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
、京
都
大
徳
寺

聚じ
ゃ
こ
う
い
ん

光
院
の
四
畳
桝
床
席
を
写
し
た
本
格
的
な
小

間
の
茶
席
に
お
入
り
い
た
だ
き
、４
月
５
月
は
各

社
中
に
よ
り
ま
す
心
づ
く
し
の
初
夏
の
風
情
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
29
日（
水
・
祝
）５
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
料
金
】

お
抹
茶
一服
６
０
０
円

３
名
様
以
上
で
点
心（
懐
石
風
弁
当
）を
お
申
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。

お
抹
茶
と
点
心
２
，５
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

信
濃
観
月
苑

　

電
話
０
２
６
３

−67

−

３
９
３
３（
火
曜
日
定
休
）

　
「
質
実
剛
健
で
市
民
に
喜
ば
れ
、次
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
市
庁
舎
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
安
曇
野
市
の
新
本

庁
舎
が
１
月
15
日
に
完
成
し
ま
し
た
。（
１
月
22
日
に
竣

工
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。）

　

安
曇
野
の
景
観
に
配
慮
し
た
４
階
建
て
と
し
、外
装
に

は
市
有
林
の
ヒ
ノ
キ
を
、内
装
に
は
県
内
産
カ
ラ
マ
ツ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。免
震
構
造
を
採
用
し
、72
時
間
災
害

対
応
が
持
続
で
き
る
非
常
用
発
電
機
、飲
料
水
貯
水
槽

な
ど
を
備
え
災
害
時
に
司
令
塔
と
な
る
強
い
建
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
利
用
す
る
窓
口
を

１
階
に
集
約
し
、分
か
り
や
す
い
配
置
に
し
ま
し
た
。４

階
に
は
、北
ア
ル
プ
ス
を
眺
望
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

休
日
も
一
般
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
開
庁
は
５
月
７
日
で
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
安
曇
野
市
総
務
部
庁
舎
建
設
推
進
課

　

電
話
０
２
６
３

−

71

−

２
０
０
０（
安
曇
野
市
役
所
代
表
）

市
村
情
報

信
濃
観
月
苑
茶
室

清せ
い
こ
う
て
い

香
亭
月
釜
の
ご
案
内
（
麻
績
村
）

信
州
安
曇
野
薪た

き
ぎ
の
う能

（
安
曇
野
市
）

安
曇
野
市
役
所
新
本
庁
舎
が

完
成
し
ま
し
た
（
安
曇
野
市
）

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る「
食

品
ロ
ス
」は
、年
間
約
５
０
０
万
～
８
０
０
万
ト
ン

出
て
お
り
、米
の
年
間
収
穫
量
約
８
５
０
万
ト
ン

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。松
本
市
で
は
、こ
の
食
品
ロ

ス
を
減
ら
す
た
め
、「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

３
０
・１
０（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）運
動
」を
開

始
し
、飲
食
店
や
学
生
等
と
の
連
携
に
よ
り
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

３
０・１
０
運
動
は
、塩
尻
市
や
山
形
村
の
ほ
か

県
外
で
も
取
り
組
み
事
例
が
あ
り
、ご
み
減
量
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、松
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
市
市
民
環
境
部

　

環
境
政
策
課

　

電
話
０
２
６
３

−34

−

３
２
６
８

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
30
・
10
運
動

（
松
本
市
）

さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
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信
州
ま
つ
も
と
空
港

　

３
月
29
日（
日
）か
ら
運
航
ダ
イ
ヤ
が
変
更
に

な
り
ま
す
。ま
た
、福
岡
線
が
複
便
化（
２
便
）と

な
り
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
３
月
29
日（
日
）か
ら
10
月
24
日（
土
）

福
岡
線

札
幌
線

松
本
空
港
発
→
福
岡
空
港
着

13
時
20
分
→
15
時
00
分

16
時
30
分
→
18
時
10
分

松
本
空
港
発

　
　
　
　

→
新
千
歳
空
港
着

12
時
30
分
→
14
時
00
分

福
岡
空
港
発
→
松
本
空
港
着

10
時
20
分
→
11
時
50
分

11
時
20
分
→
12
時
50
分

新
千
歳
空
港
発

　
　
　
　

→
松
本
空
港
着

14
時
30
分
→
16
時
05
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
７
０

−

55

−

０
４
８
９　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
４

−３
５
４

−５
５
７
９
、

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
０
５
４

−

９
０
３

−

３
１
１
０

　
［
大
阪
線
限
定
運
航
］本
年
度
も
８
月
限
定
で

松
本

⇔

大
阪（
伊
丹
）を
運
航
い
た
し
ま
す
。

大
阪
線

松
本
空
港
発
→
大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）着

10
時
10
分
→
11
時
05
分

大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）発
→
松
本
空
港
着

８
時
45
分
→
９
時
40
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】日
本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
０

−

０
２
５

−

０
７
１

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０

−７
４
７

−６
０
６

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
の
場
合
は
、松
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル（
Ｊ
Ｒ

松
本
駅
前
）か
ら
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
ま
た
は
路

線
バ
ス「
空
港・朝
日
線
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。信

州
ま
つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、観
光
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

長
野
県
企
画
振
興
部
交
通
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
２
６

−

２
３
５

−

７
０
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
６

−

２
３
５

−

７
３
９
６

朝
日
村
・
緑
の
体
験
館
コ
テ
ー
ジ

Vol.19

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

　

朝
日
村
に
向
か
い
鎖
川
沿
い
を
進
み
あ
さ

ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
へ
行
く
途
中
、
赤
い

屋
根
と
青
い
屋
根
の
か
わ
い
ら
し
い
ロ
グ
ハ

ウ
ス
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
…

　

昨
年
12
月
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
施
設
「
緑

の
体
験
館
の
コ
テ
ー
ジ
」
で
す
。

　

こ
の
コ
テ
ー
ジ
は
、
地
産
地
消
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
と
、
木
材
の
有
効
活
用
の
観
点

か
ら
、村
内
産
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

緑
の
体
験
館
（
本
館
）
と
コ
テ
ー
ジ
は
、

平
成
元
年
に
農
山
村
の
振
興
を
目
的
に
、
自

然
体
験
型
宿
泊
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、経
年
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化
と
、

個
人
利
用
の
要
望
が
多
く
な
る
な
ど
施
設
利

用
の
形
態
が
変
わ
り
施
設
運
営
の
環
境
が
変

化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
の
補
助
等
を
受

け
今
回
10
棟
の
コ
テ
ー
ジ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
等
も
村
内
産
カ
ラ
マ
ツ

を
使
用
し
て
、
村
内
在
住
の
木
工
作
家
の

手
作
り
家
具
で
揃

え
ま
し
た
。
赤
い

屋
根
の
コ
テ
ー
ジ

の
内
装
は
、
赤
を

基
調
と
し
た
家
具

を
、
青
い
屋
根
の

コ
テ
ー
ジ
の
内
装

は
青
を
基
調
と
し

た
家
具
で
統
一
感

を
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
各
棟
の
玄
関
の
鍵
に
は
、
村
の
特

産
品
「
ね
ず
こ
下
駄
」
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
付
け
る
な
ど
、
こ
だ
わ
り
を

た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
！

　

ま
た
、コ
テ
ー
ジ
周
辺
に
は
、ス
キ
ー
場
や
キ
ャ

ン
プ
場
、
炭
焼
き
・
そ
ば
打
ち
・
木
工
体
験
が
で

き
る
観
光
施
設
が
あ
り
、
こ
こ
を
拠
点
に
朝
日
村

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

定　
数　

１
棟
６
名
ま
で

料　
金　

１
０
，０
０
０
円（
税
別
）～

（
人
数
、期
日
に
よ
り
変
動
し
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

そ
の
他　
ペッ
ト（
犬
）と
泊
ま
れ
る
棟
有
り

【
お
問
合
わ
せ
先
】

緑
の
体
験
館（
予
約
等
）

電
話
０
２
６
３

−99

−

３
７
０
０

朝
日
村
役
場
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
担
当

電
話
０
２
６
３

−99

−

２
１
０
０
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平成26年の119番通報は

22,845件でした。その内、
直接災害に関係のない通報が、

6,046件（26％）ありました。

平成27年春の火災予防運動実施

ガソリンの取扱いにご注意ください！

119番通報受付状況

平成26年
22,845件

 救急 16,000件

■ その他
545件

■ 救助120件
■ 火災134件

 災害以外
6,046件

～119番は緊急専用です～

ご理解・ご協力をお願いします。

問合せ インターネット 電話

松本広域消防局
0263-35-9111

松本市医師会

災害情報

救急当番医

☎119番通報時のお願い☎
● サイレン・赤色灯を止めて緊急走行はできません。
⇒安全に早く災害現場に到着するために、法律で義務付けられています。

● 通報時にあわてて電話を切らないでください。
⇒「住所、氏名」など内容をしっかり話すまで、電話を切らないでください。

もういいかい
火を消すまでは まあだだよ

（平成26年度全国統一防火標語）

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実
施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火
災予防思想の一層の普及啓発により火災の発生防止を目的に
行われます。
　例年、空気が乾燥する３月から４月にかけての期間は火災発
生件数が最も多く、昨年はこの時季に53件の火災が発生してい
ます。
　「あぜ焼き」、「たき火」等の火の取扱いには十分に注意してく
ださい。

1.危険性について
ガソリンは、気温が-40℃でも気化し、
小さな火源でも、又離れていても引火し
爆発的に燃焼する物質です。

2.容器について
灯油用ポリエチレン缶にガソリンを入
れることは非常に危険です。
容器は消防法令基準を満たした金属製
容器を使用してください。

3.購入について
セルフスタンドでは、利用者が自らガソ
リンを容器に入れることはできません。

4.保管について
ガソリンを容器に入れて保管すること
は極力控えてください。
ガソリンは揮発性が極めて高く火災が
発生すると爆発的に広
がるので、直射日
光や高温にな
る場所には
保管しない
でください。

5.噴出事故防止について
ガソリンの噴出は事故につながります。
取扱いには十分注意してください。

6.取扱いについて
使用時には、容器の取扱い説明書をよ
く読み適正な取扱いをしてください。
パッキンの劣化、キャップの締め方の不
備等注入口からの漏れによる危険物漏
えい事故の報告があります。

－40℃

軽油は40℃で気化します。

灯油用
ポリエチレン

ガソリンの危険性を十分理解し、安全で適切な取扱いを行ってください。
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平成26年 救急出場状況

御嶽山噴火災害に係る松本広域消防局の活動

　松本広域消防局管内における平成２６年の救急出場件数は、16,910件
で、前年に比べ396件（2.3%）増加し、過去最多件数となっています。
　また、種別では、急病が10,985件と最も多く、全体の65%を占めています。

　延べ82隊278名の隊員が指揮隊、救助隊、救急隊、後方支援隊として平成26年9月27日から10月17日までの21
日間、人命救助、捜索活動を展開しました。

【平成26年度  事故種別の割合】

急病
10,985件
65%

■ 交通事故 1,468件 8.6%
■ その他 559件 3.3%

■ 病院搬送 1,539件 9.1%
■ 一般負傷
2,359件
14.0％
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